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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年6月30日(2016.6.30)

【公表番号】特表2015-506060(P2015-506060A)
【公表日】平成27年2月26日(2015.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2015-013
【出願番号】特願2014-544692(P2014-544692)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   2/16     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0569   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/0568   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/18     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｌ
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｍ
   Ｈ０１Ｍ    2/16     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ   10/0569   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/0568   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/052    　　　　
   Ｂ３２Ｂ    5/18     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/20     　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年5月13日(2016.5.13)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　このとき、前記多孔性基材は、高密度ポリエチレン、低密度ポリエチレン、線状低密度
ポリエチレン、超高分子量ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレート
、ポリブチレンテレフタレート、ポリエステル、ポリアセタール、ポリアミド、ポリカー
ボネート、ポリイミド、ポリエーテルエーテルケトン、ポリエーテルスルホン、ポリフェ
ニレンオキサイド、ポリフェニレンスルファイド、及びポリエチレンナフタレンからなる
群より選択されるいずれか１つまたはこれらのうち２種以上の混合物で形成することがで
きる。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　前記不織布としては、ポリオレフィン系不織布の外に、例えば、ポリエチレンテレフタ
レート、ポリブチレンテレフタレート、ポリエステル、ポリアセタール、ポリアミド、ポ
リカーボネート、ポリイミド、ポリエーテルエーテルケトン、ポリエーテルスルホン、ポ
リフェニレンオキサイド、ポリフェニレンスルファイド、及びポリエチレンナフタレンな
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どをそれぞれ単独でまたはこれらを混合した高分子で形成した不織布が挙げられる。不織
布の構造は、長繊維で構成されたスパンボンド(spun-bond)不織布またはメルトブローン(
melt-blown)不織布であり得る。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチウム二次電池用セパレータの製造方法であって、
　多孔性基材の少なくとも一面に無機物粒子を含む多孔性コーティング層を形成する段階
と、
　高分子粒子を帯電し、帯電された高分子粒子を形成する帯電段階と、
　レーザープリンティング方式により、前記帯電された高分子粒子を、前記多孔性コーテ
ィング層の上面に転写して、機能性コーティング層を形成する転写段階と、
　前記機能性コーティング層を熱及び圧力で固定する定着段階とを含んでなる、
リチウム二次電池用セパレータの製造方法。
【請求項２】
　前記多孔性基材が、高密度ポリエチレン、低密度ポリエチレン、線状低密度ポリエチレ
ン、超高分子量ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチ
レンテレフタレート、ポリエステル、ポリアセタール、ポリアミド、ポリカーボネート、
ポリイミド、ポリエーテルエーテルケトン、ポリエーテルスルホン、ポリフェニレンオキ
サイド、及びポリフェニレンスルファイドからなる群より選択される何れか一種又は二種
以上の混合物で形成されたことを特徴とする、請求項１に記載のリチウム二次電池用セパ
レータの製造方法。
【請求項３】
　前記無機物粒子が、誘電率定数が５以上の無機物粒子、リチウムイオン伝達能力を有す
る無機物粒子、及びこれらの混合物からなる群より選択されることを特徴とする、請求項
１又は２に記載のリチウム二次電池用セパレータの製造方法。
【請求項４】
　前記誘電率定数が５以上の無機物粒子が、ＳｒＴｉＯ3、ＳｎＯ2、ＣｅＯ2、ＭｇＯ、
ＮｉＯ、ＣａＯ、ＺｎＯ、ＺｒＯ2、ＳｉＯ2、Ｙ2Ｏ3、Ａｌ2Ｏ3、ＡｌＯＯＨ、Ａｌ（Ｏ
Ｈ）3、ＴｉＯ2、ＳｉＣ、ＢａＴｉＯ3、Ｐｂ（Ｚｒx、Ｔｉ1-x）Ｏ3（ＰＺＴ、０＜ｘ＜
１）、Ｐｂ1-xＬａxＺｒ1-yＴｉyＯ3（ＰＬＺＴ、０＜ｘ＜１、０＜ｙ＜１）、（１－ｘ
）Ｐｂ（Ｍｇ1/3Ｎｂ2/3）Ｏ3－ｘＰｂＴｉＯ3（ＰＭＮ‐ＰＴ、０＜ｘ＜１）、及びＨｆ
Ｏ2からなる群より選択される何れか一種又は二種以上の混合物であることを特徴とする
、請求項３に記載のリチウム二次電池用セパレータの製造方法。
【請求項５】
　前記リチウムイオン伝達能力を有する無機物粒子が、リチウムホスフェート（Ｌｉ3Ｐ
Ｏ4）、リチウムチタンホスフェート（ＬｉxＴｉy（ＰＯ4）3、０＜ｘ＜２、０＜ｙ＜３
）、リチウムアルミニウムチタンホスフェート（ＬｉxＡｌyＴｉz（ＰＯ4）3、０＜ｘ＜
２、０＜ｙ＜１、０＜ｚ＜３）、（ＬｉＡｌＴｉＰ）xＯy系列ガラス（０＜ｘ＜４、０＜
ｙ＜１３）、リチウムランタンチタネート（ＬｉxＬａyＴｉＯ3、０＜ｘ＜２、０＜ｙ＜
３）、リチウムゲルマニウムチオホスフェート（ＬｉxＧｅyＰzＳw、０＜ｘ＜４、０＜ｙ
＜１、０＜ｚ＜１、０＜ｗ＜５）、リチウムナイトライド（ＬｉxＮy、０＜ｘ＜４、０＜
ｙ＜２）、ＳｉＳ2系列ガラス（ＬｉxＳｉyＳz、０＜ｘ＜３、０＜ｙ＜２、０＜ｚ＜４）
、及びＰ2Ｓ5系列ガラス（ＬｉxＰyＳz、０＜ｘ＜３、０＜ｙ＜３、０＜ｚ＜７）からな
る群より選択される何れか一種又は二種以上の混合物であることを特徴とする、請求項３
に記載のリチウム二次電池用セパレータの製造方法。
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【請求項６】
　前記無機物粒子の平均粒径が、０．００１μｍないし１００μｍであることを特徴とす
る、請求項１～５の何れか一項に記載のリチウム二次電池用セパレータの製造方法。
【請求項７】
　前記多孔性コーティング層の厚さが、１μｍないし１００μｍであることを特徴とする
、請求項１～６の何れか一項に記載のリチウム二次電池用セパレータの製造方法。
【請求項８】
　前記高分子粒子が、ポリフッ化ビニリデン‐ヘキサフルオロプロピレン（ＰＶＤＦ‐Ｈ
ＦＰ）、ポリフッ化ビニリデン‐クロロトリフルオロエチレン、ポリフッ化ビニリデン‐
トリクロロエチレン、ポリメチルメタクリレート、ポリブチルアクリレート、ポリアクリ
ロニトリル、ポリビニルピロリドン、ポリビニルアセテート、エチレンビニルアセテート
共重合体、ポリエチレン、ポリエチレンオキサイド、ポリアリレート、セルロースアセテ
ート、セルロースアセテートブチレート、セルロースアセテートプロピオネート、シアノ
エチルプルラン、シアノエチルポリビニルアルコール、シアノエチルセルロース、シアノ
エチルスクロース、プルラン、アルジネート、及びカルボキシルメチルセルロースからな
る群より選択される何れか一種又は二種以上の混合物であることを特徴とする、請求項１
～７の何れか一項に記載のリチウム二次電池用セパレータの製造方法。
【請求項９】
　前記機能性コーティング層の厚さが、０．００１μｍないし５μｍであることを特徴と
する、請求項１～８の何れか一項に記載のリチウム二次電池用セパレータの製造方法。
【請求項１０】
　前記機能性コーティング層が、線状パターン、波柄パターン、格子柄のパターン、及び
不規則パターンからなる群より選択された少なくとも何れか１つのパターンで形成された
ことを特徴とする、請求項１～９の何れか一項に記載のリチウム二次電池用セパレータの
製造方法。
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